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Abstract. This paper examines the role of grammar instruction in the context of teaching 
English as a second language (ESL) and teaching English as a foreign language (EFL) in 
Japan. Section 1 discusses traditional teaching methods and Communicative Approach in 
terms of their assumptions on grammar instruction, with Form-focused instruction, which 
assumes that the learner’s attention to linguistic forms while focusing on meaning plays 
an essential role for learning grammar. Section 2 presents an overview on how, due to the 
influence of Communicative Approach, grammar has been placed in English education in 
Japan, and attempts to reconsider the importance of grammatical competence rather than 

















































































せたやり方で学習者に提示する方法を Focus on Forms（フォーカス・オン・フォームズ）3として、意
味の伝達を中心とした言語活動において、教師が必要に応じて学習者の注意を文法などの言語































































が、中学では 1977 年、高校では翌 1978 年の学習指導要領改訂で必修語彙および言語材料に
指定される文法項目数が減り、高校での文法という科目はなくなった。それに次ぐ 1989 年の中高
同時の要領改訂では、目標にコミュニケーションという文言が入り、高校では、「聞く」「話す」能力









































2.2 外国語としての英語：Close (1981) 
 
R. A. Closeは English as a Foreign Language（1981）で、文法
には純粋な言語事実としての文法と、それ以外の、話者・聞き手
の視点や態度、感情などの微妙な違いによって使い分けられる








明示的な文法規則として捉えにくい言語事実である。この種類の文法規則を Close は nebulous
（不透明な）と形容している。たとえば、次のような現在進行形と be going toの違いなども特定の場
面と切り離しては説明できないものの例であろう。 
(1) Are you doing anything this weekend? (Swan 1995:211 より引用) 
(2) Are you going to do anything about that letter from the tax people? (ibid.) 
(1)はすでに決まった予定があるかどうかを尋ねている場合、be going to より自然であり、(2)は、
意図や意思を尋ねている場合で、現在進行形より自然である。ここでは、どちらを選ぶかという基準
に話者個人の視点や態度がかかわっており、有意味な文脈の中でのみ学習される性質のもので



















は solid core に相当する言語事実に特にかかわる能力であり、残りの談話能力、方略能力、社会
言語能力は area of choiceに含まれる言語事実、すなわち solid core を基本とする言語形式を使
い分ける能力に相当するとみなせるのではないかと思われる。コミュニカティブ教授法では、言語
についての知識と言語の社会的・機能的働きの両方が身に付かないかぎり、コミュニケーション能
力は達成できないという想定に基づき、solid core と area of choice の区分をすることなく、言語の
社会的・機能的働きに関与する area of choice に属する文法も含めて実用的な英語力が身に付く
ことを前提としている。 
しかし、これらふたつの文法は性質の異なる規則であり、ESL と EFL の区別や英語学習の目的
などに応じて、それぞれに適した方法で指導されるべきものであろう。Westney (1994) も Close と
同様の区別をし、それによれば solid core に相当する文法規則は、純粋に言語形式に課された決
まりごと(rules of formation)であり、語形変化などの形態論に属するもの、および文構造の基本原












































































1 和泉(2009) p.12-13を参照。 
2 村野井(2006) pp. 167-168、および Canale & Swain（1980）を参照。 
3 フォーカス・オン・フォームは FoF, F on Fなど、いくつかの異なる略称で表記されることが
ある。フォーカス・オン・フォームズも Focus on FormSと大文字の Sで表記される場合があ
る。 
4 村野井(2006) p. 92 参照。 
5 伊村（2003）p.32から引用。 
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